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前年度比 前年度比 前年度比 前年度比

利用者数 12,419人 19,552人 157%
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春日市指定管理者導入施設の業務実績評価　【対象年度：令和４年度】

１　基本情報 ２　施設情報（休館など）

施設名 須玖児童センター

指定管理者 エフコープ生活協同組合

指定期間 令和3年4月1日から令和6年3月31日まで（3年間）

担当所管 子育て支援課　子育て支援担当

３　利用者数

指定期間 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目

令和４年度 令和５年度

合計

４　履行確認項目への評価

履行確認項目 評価の視点 確認内容 特記事項

清掃

適正に実施されているか ・事業報告書
・日報（現地確認）

設備保守点検

・適正に実施されているか
・事故等が発生してないか
・不具合の対応は適切か

・日常点検チェックシート
・事故の発生の有無（現地
確認）
・点検記録（現地確認）

警備

・適正に実施されているか ・事業報告書 ・安全管理マニュアルを策定し、警察署に講師を要請し
て不審者対応研修を実施している。
・不審者対応フローチャートを作成し職員間で対応につ
いて情報共有している。
・警察の防犯メール等を活用し、不審者情報を毎日の
ミーティングで共有している。

小規模修繕

・適正に実施されているか
・不具合の対応は適切か

・帳簿、見積書、完了報告
書(現地確認)
・事業報告書

運営状況

・公共性・公平性を確保し
ているか
・事業計画等どおり事業を
実施しているか

・事業報告書 ・協定書に定める業務や事業計画書に計画していた事
業の実施状況が報告書及び口頭で確認できるよう事
務改善がなされている。

サービス水準の維持

・サービスの水準を維持す
る努力はなされているか
・課題解決の努力をしてい
るか

・事業報告書

利用状況の把握

適切な施設の利用状況か ・利用状況統計表
・事業報告書

収支決算状況

・適正に執行されているか
・管理コストが上昇してい
ないか

・帳票の管理（現地）
・収支状況
・予算と決算の比較
・利用者あたりの管理コス
ト（支出/延べ利用者数）

＜管理コスト＞
R3：2528.02円
R4：1517.81円

人員の適正な管理

・人員の適正な配置
・継続的なレベルの維持に
努めているか

・人員の配置状況・勤務体
制（現地確認）
・事業報告書（指導･研修
体制）
・事業報告書（知識・経験
を有する人の配備）

・常勤の子育て支援員を2名配置している。
・多数の研修への参加はもちろん、指定管理者独自の
自己啓発のための援助制度を活用し、職員の知識・技
術等のレベル維持を図っている。
△書類作成に関し、改善はみられるものの、市からの
指摘を要する部分があった。

利用者の苦情・要望
等
の対応体制

苦情等への対応は適切か ・苦情・要望への対応体制
（事業報告書）
・報告書の作成状況（現地
確認）

危機管理体制の確保

・事故・災害発生時の対応
はできているか（事業計画
書どおり実施されている
か）

・訓練等の実施実績（現地
確認）
・現地確認（マニュアル等
の整備があるか）

・緊急事案発生時の、事案の拡大防止措置や二次被
害の防止、現状復旧までの体制を整えている。
・緊急通報例、緊急対応フローチャート、避難経路、避
難先等を掲示し、職員間で情報共有を図っている。
・３日分の備蓄品（６～７人分）を準備するなど、災害時
に備えている。

関係機関・地域との
連携体制

連携を図るための組織・体
制を整えているか

定期的な情報交換等の開
催実績（事業報告書）

・学校運営協議会をはじめ、各児童館、地域の子育て
サロン、市の関係機関等と連携が図られるよう改善が
されている。

・7/5、9/6、9/18　台風のため臨時休館
・新型コロナウイルス感染症対策のため、3区分又は2区分に分
けて開館
①10時～11時50分、②13時～14時40分、③15時～16時50分、
又は、①10時～12時、②13時～17時
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分類 評価

４　履行確認項目への評価

履行確認項目 評価の視点 確認内容 特記事項

その他

５　加点項目への評価

評価内容 特記事項

独自事業の実施

春日市の現状・課題を指定管理者として分析し、重点課題の一つとして「潜在的な支援を必要と
する家庭との接点拡大」を設定。通常なら児童センター利用者になりづらい妊婦や父親に焦点を
当て、児童センターのトライアル利用を促す事業を実施するなど、子育て世代を支援につなげる
役割を果たしている。

６　総合評価

評　　価 コメント

Ｂ＋　適正であり、概ね優れている。

・帳簿や報告書等確認し、施設管理面・運営面ともに適切に実施されていることを確認した。
・昨年の実績評価で指摘していた関係機関・地域との交流活動について、定期的な会議や行事
への参加協力、ボランティアの受け入れ等を多数行い、改善が図られている。
・法人の強みを生かして多種多数の講師を招いた行事を企画・実施し、児童の健全育成や子育
て家庭の支援に貢献している。


